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れ い わ
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ね ん ど ば ん

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お子
 こ

さんと一緒
いっしょ

に確認
かくにん

するなど、ぜひご活用
  かつよう

ください。 

 

ば い    り ん     しょう     がっ    こう 

ば   い    り    ん   

家庭
か て い

保管用
ほ か ん よ う

 



梅林
ばいりん

小
しょう

のやくそく                                                            令和
れいわ

７年
ねん

４月
がつ

 

                

 

 

 

１ 言葉
ことば

のやくそくなど  

○友達
ともだち

を呼
よ

ぶときは「さん」を付
つ

けて呼
よ

びます。乱暴
らんぼう

な言葉
ことば

や、人
ひと

を傷
きず

つけるような言葉
ことば

は使
つか

いません。 

○自分
じぶん

からすすんであいさつをします。 

○職員室
しょくいんしつ

に入
はい

るときは手
て

前
まえ

のドアから入
はい

り、学年
がくねん

・名前
なまえ

・用件
ようけん

をはっきりと伝
つた

えてから入
はい

ります。 

 

２ 登
とう

下校
げこう

・登校
とうこう

班
はん

のやくそく 

（登校
とうこう

のやくそく）                            

○決
き

まった通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

り、交通
こうつう

ルール
る ー る

を守
まも

って安全
あんぜん

に登校
とうこう

します。 

○登校
とうこう

時間
じかん

は８時
じ

１０分
ぷん

から８時
じ

２０分
ぷん

までです。その間
かん

に学校
がっこう

に着
つ

くように登校
とうこう

しましょう。 

※８時
じ

１０分
ぷん

にならないと昇降
しょうこう

口
ぐち

は開
ひら

きません。それより前
まえ

に学校
がっこう

に着
つ

かないようにしましょう。 

〇忘
わす

れ物
もの

に気付
き づ

いても、家
いえ

に取
と

りに戻
もど

ることはやめましょう。 

○傘
かさ

はとめて、学級
がっきゅう

の自分
じぶん

の番号
ばんごう

の所
ところ

に置
お

きます。 

○上
うわ

ばきを忘
わす

れたときは、担任
たんにん

の先生
せんせい

、または職員室
しょくいんしつ

の先生
せんせい

に断
ことわ

り、外
そと

ばきをきれいにふいてはきます。 

（下校
げ こ う

のやくそく） 

○下校
げこう

時刻
じこく

を守
まも

り、教室
きょうしつ

や校庭
こうてい

などに残
のこ

ることがないようにしましょう。 

〇昇降
しょうこう

口
ぐち

まではクラスで並
なら

んで行
い

きます。 

○寄
よ

り道
みち

をして帰
かえ

ることがないようにしましょう。（できるだけ同
おな

じ地区
ち く

の人
ひと

と早
はや

めに下校
げこう

しましょう） 

 ○傘
かさ

立
た

てに、置
お

き傘
がさ

はしません。 

  （登校
とうこう

班
はん

のやくそく） 

○各班
かくはん

で決
き

められた場所
ばしょ

・時間
じかん

に集合
しゅうごう

し、出発
しゅっぱつ

時間
じかん

まで静
しず

かに待
ま

ちましょう。 

○出発
しゅっぱつ

時間
じかん

になったら、班長
はんちょう

は班
はん

を整列
せいれつ

させましょう。 

○列
れつ

は、班長
はんちょう

がいちばん前
まえ

で、副班長
ふくはんちょう

がいちばん後
うし

ろとなるようにしましょう。 

（班長
はんちょう

・副班長
ふくはんちょう

が欠席
けっせき

の場合
ばあい

は、いる人
ひと

の中
なか

の上 級 生
じょうきゅうせい

がいちばん前
まえ

といちばん後
うし

ろについてください。） 

◇気持
き も

ちよく安全
あんぜん

に学校
がっこう

生活
せいかつ

が送
おく

れるように、みんなで守
まも

ります。 

◆どの先生
せんせい

も、この約束
やくそく

をもとに、一人
ひとり

ひとりに同
おな

じように指導
しどう

をします。 



○班
はん

の中
なか

で間
あいだ

を空
あ

けて歩
ある

かないようにしましょう。 

（班長
はんちょう

は、時々
ときどき

後
うし

ろを振
ふ

り向
む

きながら歩
ある

く速
はや

さを調整
ちょうせい

しましょう。） 

○通学
つうがく

路
ろ

によっては、自転車
じてんしゃ

や自動車
じどうしゃ

が通
とお

るところがあります。道路
どうろ

の状 況
じょうきょう

に合
あ

わせて２列
れつ

にしたり 

１列
れつ

にしたりして歩
ある

き、事故
じ こ

にあわないようにしましょう。 

○学校前
がっこうまえ

の２つの坂
さか

では、広
ひろ

がって歩
ある

かないようにしましょう。 

○地域
ちいき

・学援
がくえん

隊
たい

・パトロール・旗
はた

当番
とうばん

の方々
かたがた

・先生
せんせい

などには、気持
き も

ちを込
こ

めてあいさつしましょう。 

○班長
はんちょう

、副班長
ふくはんちょう

の話
はなし

をよく聞
き

いて、協 力
きょうりょく

して登校
とうこう

するようにしましょう。 

 

３ 学習
がくしゅう

のやくそく  

○教室
きょうしつ

を移動
いどう

するときは、教室
きょうしつ

（内
ない

）で並
なら

んでから右側
みぎがわ

通行
つうこう

で黙
だま

って歩
ある

きます。 

○教室
きょうしつ

を移動
いどう

するときは、教室
きょうしつ

の机
つくえ

の上
うえ

のもの、いすをしまいます。防災
ぼうさい

頭巾
ずきん

を持
も

っていきましょう。また、

特別
とくべつ

教室
きょうしつ

は先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に使
つか

います。 

○鉛筆
えんぴつ

は、２ＢかＢ（低学年
ていがくねん

は２Ｂ）を使
つか

います。シャープペンは使
つか

いません。 

○下
した

じきは、ノートより少
すこ

し大
おお

きめのもの（Ａ４サイズ）無地
む じ

を使
つか

います。 

○自由帳
じゆうちょう

の中
なか

のページは白
しろ

無地
む じ

のものを使
つか

います。 

〇はさみやコンパス、裁縫
さいほう

セット、彫刻
ちょうこく

刀
とう

は、先生
せんせい

にあずけます。先生
せんせい

に許可
きょか

をもらって使
つか

いましょう。 

○筆箱
ふでばこ

は、扱
あつか

いやすいもの（缶
かん

やこわれやすいもの、華美
か び

なものは不可
ふ か

）にしましょう。 

○筆箱
ふでばこ

の中
なか

には、鉛筆
えんぴつ

５本
ほん

（キャップ可
か

）、消
け

しゴム（よく消
き

えるもの）、赤
あか

鉛筆
えんぴつ

１本
ぽん

、名前
なまえ

ペン、定規
じょうぎ

（１５ｃｍ

程度
ていど

で二
ふた

つ折
お

り不可
ふ か

）を入れ
い

ます。 

〇忘
わす

れ物
もの

をした時
とき

は、先生
せんせい

に相談
そうだん

しましょう。 

○授業
じゅぎょう

が始
はじ

まる前
まえ

に、机
つくえ

の上
うえ

に学習
がくしゅう

の準備
じゅんび

をして待
ま

ちます。 

○授業
じゅぎょう

の始
はじ

めと終
お

わりにあいさつをします。 

 

 

 

 

 



＜ノート＞ 

 ○次
つぎ

のノートを使
つか

います。 

  
国語
こくご

 漢字
かんじ

練 習 帳
れんしゅうちょう

 算数
さんすう

 理科
り か

・社会
しゃかい

 

1年
ねん

 
４月
がつ

配布
はいふ

 
２冊目
さつめ

から10マス（十
じゅう

字
じ

リーダー入
い

り） 
５０字

じ

 
（十
じゅう

字
じ

リーダー入り） 
４月
がつ

配布
はいふ

 
２冊目
さつめ

から７マス 
 

２年
ねん

 12マス（十
じゅう

字
じ

リーダー入り） 
 

５０字
じ

 

（十
じゅう

字
じ

リーダー入
い

り） 

1７マスたて型
がた

 
 

 

３年
ねん

 １８マス 
 ８４字

じ

 ５ミリ方眼
ほうがん

 
 

５ミリ方眼
ほうがん

 

４年
ねん

 1５ 行
ぎょう

 １００～１２０字
じ

 

 

５ミリ方眼
ほうがん

 ５ミリ方眼
ほうがん

 

５年
ねん

 1５ 行
ぎょう

 １００～１２０字
じ

 

 

５ミリ方眼
ほうがん

 ５ミリ方眼
ほうがん

 

６年
ねん

 1５ 行
ぎょう

 １００～１２０字
じ

 

 

５ミリ方眼
ほうがん

 ５ミリ方眼
ほうがん

 

 

 

〈タブレット〉 

学
がっ

校
こう

から渡
わた

されるタブレットはみなさんの学
がく

習
しゅう

に役
やく

立
だ

つ便
べん

利
り

な「文
ぶん

房
ぼう

具
ぐ

」です。学
がく

習
しゅう

内
ない

容
よう

をよく理
り

解
かい

し、より豊
ゆた

か

な学
まな

びにしていくために、タブレットを上
じょう

手
ず

に活
かつ

用
よう

していくことが大
たい

切
せつ

です。そのために守
まも

ってほしいこと、知
し

ってお

くことがあります。この約
やく

束
そく

を梅
ばい

林
りん

小
しょう

の全
ぜん

員
いん

で守
まも

って、安
あん

全
ぜん

・安
あん

心
しん

で楽
たの

しい学
がく

習
しゅう

にしていきましょう。 

 

 

 

 

①タブレットを使
つか

う時
じ

間
かん

や使
つか

う場
ば

面
めん

 

〇学
がっ

校
こう

での学
がく

習
しゅう

や活
かつ

動
どう

の時
じ

間
かん

（朝
あさ

の会
かい

～帰
かえ

りの会
かい

）で使
つか

います。  

〇先
せん

生
せい

の許
き ょ

可
か

なく、タブレットは使
つか

いません。（タブレットは学
がく

習
しゅう

用
よう

具
ぐ

です。中
なか

休
やす

みに学習
がくしゅう

や係
かかり

活動
かつどう

で使用
しよう

す

る場合
ばあい

も先生
せんせい

の許可
きょか

をもらってから使用
しよう

しましょう。） 

〇放
ほう

課
か

後
ご

に使
つか

うことはありません。ただし、学
がく

習
しゅう

のサポートのために、先
せん

生
せい

が許
きょ

可
か

した場
ば

合
あい

だけは使
つか

うこともあり

ます。 

〇暇
ひま

つぶしや遊
あそ

びのために使
つか

ってはいけません。  

 

＜梅
ばい

林
りん

小
しょう

 GIGA宣
せん

言
げん

＞ 

わたしたちは、タブレットを使
つか

うときに次
つぎ

のことを守
まも

ります。 

□ 学
まな

びのために使
つか

います。 

□ 学
まな

びを深
ふか

め、活
かつ

動
どう

を豊
ゆた

かにするために使
つか

います。 

□ 人
ひと

がいやがることや、傷
きず

つけることにはぜったいに使
つか

いません。 



②持
も

ち運
はこ

びや、保
ほ

管
かん

、管
かん

理
り

の仕
し

方
かた

 

〇学
がっ

校
こう

の中
なか

では、タブレットを落
お

とさないように、「だっこ」して運
はこ

びます。 

〇登
とう

下
げ

校
こう

では、ランドセルに入
い

れて持
 も

ち運
はこ

びます。 

〇タブレットを持
も

ち帰
かえ

った時
とき

は、登校
とうこう

した日
び

に学
がっ

校
こう

に持
も

ってきます。（学
がっ

校
こう

には貸
か

し出
だ

し用
よう

はありません。） 

〇学
がっ

校
こう

での保
ほ

管
かん

は、タブレット充
じゅう

電
でん

保
ほ

管
かん

庫
こ

に入
い

れて、充
じゅう

電
でん

をします。 

〇特別
とくべつ

な事情
じじょう

で、家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

る時
とき

は、家
いえ

で充
じゅう

電
でん

をします。  

〇家
いえ

と学
がっ

校
こう

の持
も

ち帰
かえ

り以
い

外
がい

に、外
そと

での遊
あそ

びなどに使
つか

ってはいけません。 

〇6年
ねん

生
せい

まで使
つか

ったら、学
がっ

校
こう

に返
かえ

します。大
たい

切
せつ

に使
つか

います。 

〇『ロイロノートスクール』というアプリを使
つか

って、オンライン上
じょう

で課
か

題
だい

を受
う

け取
と

ったり、課
か

題
だい

を提
てい

出
しゅつ

したりするこ

ともあります。 

③その他
ほか

のアプリを使
つか

った学
がく

習
しゅう

  

〇先
せん

生
せい

と一
いっ

緒
し ょ

に教
きょう

室
しつ

でダウンロードしたアプリを使
つか

います。 

〇許
き ょ

可
か

なく自
じ

分
ぶん

でダウンロードをしてはいけません。 

〇アプリを削
さ く

除
じ ょ

する場
ば

合
あい

は先
せん

生
せい

がします。 

〇アプリや動
どう

画
が

が重
おも

くて、なかなか使
つか

えなかったり、見
み

ることができなかったりする時
とき

は、他
ほか

の学習
がくしゅう

をします。 

④自
じ

分
ぶん

や友
とも

達
だち

を守
まも

るために 

〇カメラ機
き

能
のう

、録
ろ く

音
おん

機
き

能
のう

は、先
せん

生
せい

の許
き ょ

可
か

を取
と

ってから使
つか

います。 

〇相
あい

手
て

や先
せん

生
せい

の許
き ょ

可
か

なく、写
しゃ

真
しん

を撮
と

ったり、動
どう

画
が

を撮
さつ

影
えい

したりしてはいけません。 

〇カメラ機
き

能
のう

で、ものや場
ば

所
し ょ

を撮
さつ

影
えい

する時
とき

も、相
あい

手
て

と先
せん

生
せい

の許
き ょ

可
か

をもらいます。 

〇友
とも

達
だち

のタブレットを、勝
かっ

手
て

に触
さわ

ったり、使
つか

ったりしてはいけません。 

〇自
じ

分
ぶん

のアカウントやパスワード、パスコードを人
ひと

に教
おし

えてはいけません。 

〇友
とも

達
だち

のアカウントやパスワード、パスコードを、聞
き

いてはいけません。勝
かっ

手
て

に使
つか

いません。 

〇自
じ

分
ぶん

の個
こ

人
じん

情
じょう

報
ほう

（住
じゅう

所
し ょ

、電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

、顔
かお

写
じゃ

真
しん

、家
いえ

の人
ひと

の名
な

前
まえ

等
など

）をインターネットには絶
ぜっ

対
たい

に上
あ

げてはいけません。 

〇相
あい

手
て

を傷
きず

つけたり、いじめたり、いやな思
おも

いをさせることを書
か

き込
こ

んだり、送
おく

ったりすることは絶
ぜっ

対
たい

にしません。 

〇インターネットで調
しら

べものをする時
とき

は、先
せん

生
せい

の指
し

示
じ

があってから使
つか

います。その時
とき

は、必
かなら

ず『ロイロノート』のアプ

リから検
けん

索
さ く

をします。 

〇もしも、あやしいサイトに入
はい

ってしまったり、知
し

らない人からデータが送
おく

られてきたりなど、いやなことや困
こま

ることが

起
お

きてしまった時
とき

は、すぐに先
せん

生
せい

や家
いえ

の人
ひと

に知
し

らせます。（言
い

わずにかくすことで、ますます大
たい

変
へん

なことになります。） 

〇先
せん

生
せい

の許
き ょ

可
か

なく、無
む

線
せん

通
つう

信
しん

（エアドロップ等
など

）をしてはいけません。 

〇インターネットの検
けん

索
さ く

履
り

歴
れき

など定
てい

期
き

的
てき

に、先
せん

生
せい

がタブレットを点
てん

検
けん

することがあります。 

⑤その他
た

 

〇健
けん

康
こ う

のために、正
ただ

しい姿
し

勢
せい

で、画
が

面
めん

に近
ちか

づきすぎないように気
き

を付
つ

けます。 

〇３０分
ぷん

に一
いち

度
ど

（授
じゅ

業
ぎょう

中
ちゅう

は５分
ふん

きゅうけいの時
とき

）は、遠
とお

くの景
け

色
しき

をみるなど、目
め

を休
やす

ませます。 

〇タッチペンを使
つか

った方
ほう

が、学
がく

習
しゅう

しやすい場
ば

合
あい

は、家
いえ

の人
ひと

と相
そう

談
だん

して、準
じゅん

備
び

をします。 

〇タブレットのデータは、先生
せんせい

が、または先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に年度
ね ん ど

末
まつ

に整理
せ い り

します。 



＜体育
たいいく

＞ 

○体育
たいいく

着
ぎ

は体育
たいいく

学習
がくしゅう

に合った
あ   

、安全
あんぜん

で汗
あせ

を吸いやすい
す     

服
ふく

で、 

上着
うわぎ

は白
しろ

、短
たん

パン・ハーフパンツは黒
くろ

または紺
こん

のものにしましょう。 

○安全
あんぜん

のため、上着
うわぎ

の左
ひだり

胸
むね

に名札
なふだ

をつけ、短
たん

パン・ハーフパンツの中
なか

に入
い

れ、赤
あか

白帽
しろぼう

子
し

をかぶります。 

○長い
なが 

髪
かみ

はゴムなどで束
たば

ねます。ヘアピンやカチューシャはしません。 

○原則
げんそく

、スパッツ、タイツ、レギンス等
とう

は着用
ちゃくよう

しません。膝
ひざ

がかくれない靴下
くつした

をはきましょう。 

○寒
さむ

いときの重
かさ

ね着
ぎ

（トレーナーなど）は、着
き

てもよいです。ただし、フードやポケット、ボタンがついているもの、

前
まえ

あき（ジッパーなど）のものは安全
あんぜん

のため着
き

ません。長
なが

ズボンもよいです。ただし、ボタンやファスナーがな

く、ナイロンパンツのように音
おと

の出
で

ないもの、短
たん

パンやハーフパンツのうえからはけるものにしましょう。トレー

ナーも長
なが

ズボンも、学校
がっこう

に着
き

て来
き

たものではなく、体育用
たいいくよう

として用意
ようい

しましょう。 

○見学
けんがく

をする場合
ばあい

は、家
いえ

の人
ひと

に連絡帳
れんらくちょう

に書
か

いてもらい、担任
たんにん

の先生
せんせい

に見
み

せて許可
きょか

をもらいます。 

○水泳
すいえい

などで他
ほか

の教室
きょうしつ

を利用
りよう

したときは、脱
ぬ

いだ物
もの

を教室
きょうしつ

へ持
も

ち帰
かえ

り、置
お

きっぱなしにしません。 

＜書写
しょしゃ

＞＜図工
ずこう

＞ 

○学校
がっこう

の流
なが

し場
ば

で筆
ふで

は洗
あら

いません。 

○使用
しよう

した半紙
はんし

は、家
いえ

に持
も

ち帰
かえ

ります（持
も

ち帰
かえ

る用
よう

のビニール袋
ぶくろ

などを用意
ようい

しておきましょう）。 

＜特別
とくべつ

教室
きょうしつ

＞ 

 ○理科室
り か し つ

、家庭科室
かていかしつ

、図工室
ずこうしつ

、音楽室
おんがくしつ

、学校
がっこう

図書館
としょかん

等
など

の特別
とくべつ

教室
きょうしつ

はそれぞれの教室
きょうしつ

の約束
やくそく

を守
まも

って使
し

用
よう

し

ます。 

＜校外
こうがい

学習
がくしゅう

＞ 

○道路
どうろ

は、静
しず

かに歩
ある

きます。電車
でんしゃ

に乗
の

るときは、しゃべらず、リュックは抱
だ

きかかえて乗車
じょうしゃ

します。 

 

４ 給 食
きゅうしょく

のやくそく  

○ 給 食
きゅうしょく

袋
ぶくろ

には、清潔
せいけつ

なマスク・清潔
せいけつ

なハンカチ・清潔
せいけつ

な給 食 用
きゅうしょくよう

の帽子
ぼうし

を入れます。 給 食
きゅうしょく

袋
ぶくろ

は、

登校後
とうこうご

に机
つくえ

のわきにかけます。 

○給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、上履
うわば

きをはいて、白衣
はくい

を着
き

て、給 食 用
きゅうしょくよう

マスクをつけます。帽子
ぼうし

の中
なか

に髪
かみ

の毛
け

を入
い

れます。フ

ードやえり、そでは白衣
はくい

の中
なか

に入
い

れます。そして、手
て

を洗
あら

います。 

 

 

名前
なまえ

 
約
やく

７cm 

約
やく

１０cm 



○給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

が帽子
ぼうし

・マスクを忘
わす

れた時
とき

は、先生
せんせい

から「給 食
きゅうしょく

かし出
だ

しセット」をかります。 

 帽子
ぼうし

は洗
あら

ってアイロンをかけてから返
かえ

しましょう。 

○給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

は、トレー⇛食器
しょっき

⇛パン・ご飯
はん

⇛牛 乳
ぎゅうにゅう

⇛おかず・小
しょう

⇛おかず・大
だい

⇛ペーパーの順
じゅん

に２列
れつ

に並
なら

び、

給 食 室
きゅうしょくしつ

に向
む

かいます。食
しょっ

缶
かん

を受
う

け取
と

ったら全員
ぜんいん

がそろってから教室
きょうしつ

に向
む

けて出発
しゅっぱつ

します。一方
いっぽう

通行
つうこう

を

守
まも

ります。教
きょう

室内
しつない

の配膳
はいぜん

の置
お

き方
かた

もこの順番
じゅんばん

です。廊下側
ろうかがわ

の前
まえ

の席
せき

から取
と

りに行
い

きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○他
た

学年
がくねん

と出会
で あ

ったら、上
うえ

の学年
がくねん

はゆずります。 

○給 食 室
きゅうしょくしつ

のサンプルの通
とお

りにお皿
さら

を置
お

きます。 

○トレーの上
うえ

にすべての食材
しょくざい

をのせます。 

（ 牛 乳
ぎゅうにゅう

やストロー、デザート、チーズなどものせます。） 

 

○取
と

りに行
い

く時
とき

も返却
へんきゃく

の時
とき

も、ペーパーの当番
とうばん

の人
ひと

は、こぼしたところをきれいにふきます。 

○食
しょく

缶
かん

や食器
しょっき

かご、パンケース、それぞれのふたなどは、床
ゆか

や廊下
ろうか

、ロッカーの上
うえ

には置
お

きません。 

○ 給 食
きゅうしょく

の準備
じゅんび

をするときには、 机
つくえ

の上
うえ

をきれいにし、何
なに

も置
お

きません。 給 食
きゅうしょく

が終
お

わったあとも、 机
つくえ

の上
うえ

に何
なに

も出
だ

しません。（本
ほん

や折り
お

紙
がみ

などはさわりません） 

〇机
つくえ

を拭
ふ

く布巾
ふきん

は白
しろ

、配膳
はいぜん

台
だい

を拭
ふ

く布巾
ふきん

はピンクです。机
つくえ

や配膳
はいぜん

台
だい

は、準備
じゅんび

と片付
かたづ

けのどちらも拭
ふ

きます。 

ご飯・パン 大きいおかず 

小さいおかず デザート 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

⑧ ⑦ ⑥ ⑤ 

④ ③ ② ①  

                        

 

 

ロ
ッ
カ
ー 

ト
レ
ー
・
食
器

し
ょ
っ
き

・
パ
ン
・
ご
飯 は

ん

・
牛

乳

ぎ
ゅ
う
に
ゅ
う

・
お
か
ず
小

し
ょ
う

・
お
か
ず
大だ

い 

黒
板

こ
く
ば
ん 

牛
乳 

 



〇布巾用
ふきんよう

のバケツは緑
みどり

、 牛 乳
ぎゅうにゅう

パック用
よう

バケツは灰色
はいいろ

です。 

○給 食
きゅうしょく

当番
とうばん

以外
いがい

の児童
じどう

は手
て

洗
あら

いをすませたら、帽子
ぼうし

と給 食 用
きゅうしょくよう

マスクをして教
きょう

室
しつ

で静
しず

かに座
すわ

って待
ま

ちま

す。（本
ほん

や折
お

り紙
がみ

などはさわりません） 

○１時
じ

までは教室
きょうしつ

で過
す

ごします。１時
じ

から１時
じ

１０分
ふん

までの間
あいだ

に必
かなら

ず返
かえ

しましょう。 

○返却後
へんきゃくご

はすみやかに解散
かいさん

しましょう。 

 

５ 休
やす

み時間
じかん

のやくそく   

○廊下
ろうか

や階段
かいだん

は、右側
みぎがわ

を静
しず

かに歩
ある

きます。 

○先生
せんせい

の許可
きょか

なく、他
ほか

の教室
きょうしつ

や体育館
たいいくかん

、特別
とくべつ

教室
きょうしつ

（音楽室
おんがくしつ

、理科室
り か し つ

、図工室
ずこうしつ

、家庭科室
かていかしつ

、もくもくルーム、プ

ラムルーム、国際
こくさい

教室
きょうしつ

）には入
はい

りません。 

 ※もくもくルーム側
がわ

の階段
かいだん

（2階
かい

～3
３

階
かい

）は先生
せんせい

の許可
きょか

なく通
とお

りません。 

 ※
こめ

体育館
たいいくかん

は、学年
がくねん

の先生
せんせい

と体育
たいいく

の学習
がくしゅう

や行事
ぎょうじ

に関
かか

わる活動
かつどう

に使
つか

います。譲
ゆず

り合
あ

って使
つか

いましょう。 

○遊
あそ

び場
ば

でないコンクリートの部分
ぶぶん

、プール、体育
たいいく

倉庫
そうこ

の裏
うら

、防災
ぼうさい

備蓄庫
び ち く こ

の裏
うら

、中庭
なかにわ

の石油庫
せ き ゆ こ

の裏
うら

、花
か

だん、

昇降
しょうこう

口
ぐち

、駐 車 場
ちゅうしゃじょう

では遊
あそ

んではいけません。 

〇梅林
ばいりん

ビオトープは、生
い

き物
もの

や季節
きせつ

の変化
へんか

を見
み

つけて楽
たの

しむところです。先生
せんせい

と一緒
いっしょ

に約束
やくそく

を確認
かくにん

して観察
かんさつ

し

ましょう。 

○木
き

登
のぼ

りはしません。バスケットゴールやフェンス、へいにも登
のぼ

ってはいけません。 

○雨
あめ

の日
ひ

は教室
きょうしつ

や学校
がっこう

図書館
としょかん

で静
しず

かにすごします。 

○校舎内
こうしゃない

では手洗
てあら

い場
ば

、ろう下
か

、階段
かいだん

、踊
おど

り場
ば

、昇降
しょうこう

口
ぐち

、トイレ、では遊
あそ

びません。ベランダにも出
で

ません。 

○クラスボールは校
こう

庭
てい

で使
つか

います。ボールは教室
きょうしつ

で保管
ほかん

します。体育
たいいく

倉庫
そうこ

のボールは使
つか

いません。 

○クラスボールの「やわらかいボールは投
な

げる遊
あそ

び用
よう

」、「かたい方
ほう

は投
な

げると蹴
け

る遊
あそ

び用
よう

」です。 

○校庭
こうてい

は、みんなでゆずりあって使
つか

います。ボールを使った
つかった

遊
あそ

びは、遊具
ゆうぐ

（ジャングルジム、鉄棒
てつぼう

の近
ちか

く）やコン

クリート（昇降
しょうこう

口
ぐち

、中庭
なかにわ

、舗装
ほそう

された場所
ばしょ

）ではしてはいけません。 

○バスケットボールとサッカー（蹴
け

る遊
あそ

び）をしても良
よ

い時間
じかん

は、昼
ひる

休
やす

みだけです。ただし、ロング昼
ひる

休
やす

みは、

安全
あんぜん

面
めん

を考
かんが

えてサッカーはしません。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ そうじのやくそく  

 〇そうじは無言
むごん

で行
おこな

います。 

「教室
きょうしつ

」 

○給 食
きゅうしょく

が終 了
しゅうりょう

したら、黒板側
こくばんがわ

に机
つくえ

といすを運
はこ

びます。（低学年
ていがくねん

は二人
ふたり

一組
ひとくみ

で運
はこ

びます） 

○初
はじ

めに窓
まど

を開
あ

け、水拭き用
みずぶ よう

のバケツを用意
ようい

します。 

〇雑巾
ぞうきん

をよくしぼり、たてぶきと横
よこ

ぶきをします。 

〇次
つぎ

に、ロッカー側
がわ

に机
つくえ

といすを運
はこ

びます。 

〇後
うし

ろと同
おな

じように前半分
まえはんぶん

を掃除
そうじ

します。 

〇時間
じかん

があるときは机用
つくえよう

の雑巾
ぞうきん

で、机
つくえ

の上
うえ

を水拭
みずぶ

きします。 

上
うえ

 

ばいりん たろう 

てつぼう 

バスケットゴール 

サッカーゴール 

 

砂場
すなば

 

 

花
か

 

だ 

ん 

 

花
か

 

だ 

ん 

                  コ  コンクリートや梅
うめ

の木
き

 

梅
ばい

林
りん

ビ

オ

ト 

 I 

プ 

コンクリートの部分
ぶぶん

 

遊
ゆう

  

具
ぐ

 

遊
ゆう

  

具
ぐ

 

・・・ボール遊
あそ

びをしてはいけないところ  

 
・・・コンクリートがあるところ ※遊

あそ

んではいけません。 

体育
たいいく

倉庫
そうこ

 飼育
しいく

小屋
ご や

 

 



〇水拭
みずぶ

き用
よう

のバケツを片付
かたづ

けます。 

○雑巾
ぞうきん

は各自
かくじ

二枚
にまい

用意
ようい

し、上用
うえよう

と下用
したよう

にします。 

 （下 用
したよう

は床
ゆか

に、上 用
うえよう

は 机
つくえ

やロッカーをふくために使用
しよう

します。） 

○バケツの水
みず

は、流
なが

しの排
はい

水口
すいこう

の所
ところ

にしずかに流
なが

します。 

「ろうか」  

〇教室
きょうしつ

と同
おな

じように雑巾
ぞうきん

をよくしぼり、たてぶきと横
よこ

ぶきをします。 

〇流
なが

しの前
まえ

の床
ゆか

も拭
ふ

きます。 

○雑巾
ぞうきん

は必
かなら

ずバケツで洗
あら

います。 

「特別
とくべつ

教室
きょうしつ

」 

〇教室
きょうしつ

と同
おな

じように雑巾
ぞうきん

をよくしぼり、たてぶきと横
よこ

ぶきをします。 

〇授業
じゅぎょう

で使用
しよう

したクラスが清掃
せいそう

し、次
つぎ

のクラスが気持
き も

ちよく使
つか

えるように責任
せきにん

をもって片付
かたづ

けます。使用
しよう

した

用具
ようぐ

はその時間内
じかんない

に片付
かたづ

けます。 

「昇降
しょうこう

口
ぐち

」 

〇すのこを上
あ

げて、ほうきで掃
は

きます。当番
とうばん

の人
ひと

は、くつにはきかえましょう。 

「階段
かいだん

」 

 ○階段
かいだん

のおどり場
ば

は、教室
きょうしつ

と同
おな

じように雑巾
ぞうきん

をよくしぼりたてぶきと横
よこ

ぶきをします。 

 ○階段
かいだん

は、上
うえ

の段
だん

からふき、ごみを一段
いちだん

ずつ落
お

とすようにしてふきます。 

 「木
き

の床
ゆか

の廊下
ろうか

や教室
きょうしつ

」 

 〇からぶきで、たてぶきや横
よこ

ぶきをしましょう。スピードが出
で

やすいので気
き

をつけましょう。 

 

７ 放課後
ほうかご

のやくそく   

○下校
げこう

してからは、宿題
しゅくだい

や給 食
きゅうしょく

袋
ぶくろ

などの忘
わす

れ物
もの

は取
と

りに来
き

ません。やむを得
え

ない場合
ばあい

は、家
いえ

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に来
き

て、職
しょく

員室
いんしつ

で用件
ようけん

を伝
つた

えてから入
はい

ります。 

○校庭
こうてい

を使
つか

って遊
あそ

ぶときは、しっかりとルールを守
まも

ります。 

     ◇ 必
かなら

ず家
いえ

に帰
かえ

り、学習
がくしゅう

用具
ようぐ

を置
お

いてから、遊
あそ

びます。 

     ◇自転車
じてんしゃ

は、正門
せいもん

から入
い

れてC棟
とう

の壁沿
かべぞ

いにきちんと並
なら

べてとめます。西門
にしもん

にはとめません。 

     ◇学校
がっこう

のボール、なわなどの用具
ようぐ

は使
つか

いません。  

下
した

 

ばいりん たろう 



     ◇用具
ようぐ

を使
つか

う野球
やきゅう

やテニスはしません。 

     ◇飲食物
いんしょくぶつ

（お菓子
か し

やジュースなど）は持
も

ち込
こ

みません。 

     ◇ゲーム機
き

を持
も

ち込
こ

みません。 

     ◇時間
じかん

を守
まも

って遊
あそ

びましょう。 

   校庭
こうてい

開放
かいほう

時間
じかん

  

５月
がつ

～１０月
がつ

 １６：３０まで      １１月
がつ

～２月
がつ

 １６：００まで       ３月
がつ

 １６：３０まで 

 

８ 持
も

ち物
もの

のやくそく  

○持
も

ち物
もの

にはすべて、名前
なまえ

をはっきりと書
か

きます。 

○上履
うわば

きのつま先
さき

とかかと部分
ぶぶん

に記名
きめい

をします。     

○学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

ないものは、持
も

ってきません。 

○お金
かね

は、学校
がっこう

で集
あつ

めるとき以外
いがい

は持
も

ってきません。集金
しゅうきん

のお金
かね

は、袋
ふくろ

に入れて、朝
あさ

登校
とうこう

した 

ら、担任
たんにん

の先生
せんせい

に手
て

渡
わた

します。 

○寒
さむ

いときに使
つか

うカイロは、貼る
は

タイプのみ使用可
し よ う か

とします。 

○リップクリームやハンドクリームなどは、お家
うち

の人
ひと

に連絡帳
れんらくちょう

で担任
たんにん

の先生
せんせい

に伝
つた

えてもらってから使
つか

います。 

 
ば
い
り
ん
た
ろ
う 

ばいりんたろう 

かかと・つまさき部分
ぶぶん

に記名
きめい

 


